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そ実践！見直

カンは石灰が

じめに 
年温暖化の進

大きく、それ

す。このよ

になることは

発揮できるよ

こで今月と来

てのべます。

月号はカンキ

通しますので

灰のはらたき

は植物にとっ

あります。 
組織を強くす

根の伸長を促

乾燥などのス

光合成産物

です。 
た、土壌の化

構造の生成に

まり石灰には

れでは、まず

図はミカンの

を示した図で

石灰が大好き

直そうカンキ

が大好き～ 

進行が顕著に

れに伴いカン

うな中、高品

は言うまでも

ように健全な

来月号にわた

。 
キツと石灰の

で、参考にし

きとカンキツ

って生育上必

する 
促進する 
ストレスに強

（糖）の転流

化学性の中で

に関与します

は栄養成分と

ず栄養成分と

の植物体中

ですが、いか

きで、生育上
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キツの基本管

になっており

ンキツの生産

品質安定生産

もありません

な樹体を維持

たってカンキ

の関係につい

してください

ツにおける重

必要な栄養成

強くなる 
流を促進する

で重要な要因

す。 
としてのはた

としての石灰

（果実、根は

かに石灰の含

上必要として

第１図 せん

管理① 

り、さらに温

産量や品質に

産を図るため

んが、それ以

持しておくこ

キツ栽培にと

いてのべます

い。 

重要性 
成分で、吸収

る 

因の pH（酸

たらきと土壌

灰とカンキツ

は除く）にど

含まれる量が

ている植物な

ん定枝葉中の

温暖化に起因

に関するさま

めには、気象

以前にそれぞ

ことが最も重

とって基本管

すが、原理や

収されること

酸性の程度）

壌改良として

ツとの関係に

どのような成

が多いかお分

なのです。

の成分量 

因すると考え

まざまな悪影

象に応じた的

ぞれの管理対

重要と考えら

管理の中心と

や考え方は落

とで一般的に

に影響を及

てのはたらき

についてふれ

成分がどれく

分かりでしょ

えられる気象

影響が現れ始

的確な管理対

対応がきっち

られます。 
なる土壌管

落葉果樹の多

に以下のよう

及ぼすととも

きがあります

れてみます。

らい含まれ

う。つまり

の変

始めて

対応が

り効

理に

多くに

な働

に、

す。 
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第１表　石

パフォーム
硝酸Ca
セルバイ
無処理

理障害の抑制

灰はペクチン

を利用し浮皮

現象で、ペク

わゆる細胞と

ンの含量も多

のように果皮

中の果実腐敗

にも効果があ

理落果の防止

成２３年産の

の状態に近い

、石灰を供給

充実や光合成

実施した試験

ています。 

に土壌の化学

H（ペーハー

は低下し酸性

などの吸収に

になりやすく

ど地上部の生

なると細根も

やすい形態に

石灰資材の
総花

（
ムCa 2

2
イン 2

2

制 
ンという物質

皮軽減によく

クチン含量の

と細胞をつな

多くなります

皮の組織を強

敗などの軽減

あるものと考

止 
の温州ミカン

いような園が

給することで

成産物の転流

験結果を載せ

学性、特に p
ー）は土壌の

性側に傾きま

に大きくかか

く、石灰の施

生育が著しく

も明らかに減

に変化し、過

第 2 図

葉面散布と結
花数 総着
（個） （
205
235
233
223

質と結合し各

く使用されて

の少ない果実

なぐ「セメン

す。 
強化すること

減効果も確認

考えられます

ンは表年基調

が多数みられ

で生理落果を

流促進などが

せていますが

pH との関係

の酸性、アル

ます。pH の状

かわってきま

施用が少なく

く悪くなりま

減少します。

過剰吸収によ

図 ｐH と樹体

結実率
着果数 結実
（個） （
64 3
72 3
67 2
38 1

各部位の組織

ています。浮

実ほど浮皮に

ント」のよう

とで、浮皮だ

認されていま

す。 

調であったも

れました。生

を抑制するこ

が影響してい

が、対照に比

係について述

ルカリ性を表

状態は根をは

ます。日本の

く pH が 5.5
ます（第２図

また pH が

よる落葉が発

体の生育 

実率
（％）
31.2
30.6
28.8
17.0

織を強くしま

浮皮は果皮の

になりやすい

うなもので石

だけではなく

ますし、近年

ものの生理落

生理落果は気

ことができま

いるものと思

比べ約 1.8 倍

述べます。

表すもので土

はじめとする

の土壌はほと

5 以下の酸性

図）。さらに写

が低いとマン

発生する危険

ます。カンキ

の一部の組織

い傾向があり

石灰の含量が

「不知火」な

年多発傾向に

落果が異常に

気象条件の影

ます。理由と

思われます。

倍程度の結実

土壌中に石灰

る樹体の生育

とんどの場合

性になった場

写真 1 に示し

ンガンなどの

険性も高くな

キツではこの

織が崩壊して

ます。ペク

が多くなるほ

などでの水腐

にある日焼け

に多く、着果

影響を強く受

しては新葉

第１表に今

実促進効果が

灰が少なくな

育や土壌中の

合降雨等の影

場合は、葉数

したように p
の微量金属が

なります。 

はた

発生

チン

どペ

れ、

果の

果量が

けま

葉の組

年の

確認

ると

微量

影響で

数の減

H が

吸収
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灰施用の現状

れまで石灰の

実態はどうな

地の土壌の分

適正範囲内に

中の石灰が不

た、石灰を施

いては pH が

れらは一部の

あると考えら

らに、最近の

体中でも不足

ける植物体中

にしていく予

第 3 図 ｐH

     JA

状 
の重要性につ

なっているの

分析結果があ

にあるのはわ

不足している

施用している

が低い状態に

の産地のデー

られます。 
の植物体中の

足している可

中での石灰の

予定です。 

の分布 

の総合分析

適 正

ついて触れて

のでしょうか

あります。通

わずか全体の

ることが明ら

る園でもごく

にあります。

ータでしかあ

の石灰含量に

可能性は非常

の実態につい

センター

てきましたが

か。第 3、4 図

通常カンキツ

10％であり

らかです。

く表層は改善

 
ありませんが

ついての取

常に高いと考

いては、来年

が、では本県

図に JA の総

ツの土壌 pH
り、残りのほと

善されていて

が、県全体を

りまとめられ

考えられます

年度からの新
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県のカンキツ

総合分析セン

の適正基準は

とんどは酸性

ても、細根が

を調べて見て

れたデータは

す。そのため

新規課題で詳

適

図 石灰飽和

      JA

ツ園の土壌中

ンターが調べ

は 5.5～6.2
性に傾いてお

が多く分布す

てもほぼ同様

はありません

め、県内カン

詳細に調査し

適 正

和度の分布

A の総合分析

の石

たあ

です

おり、

する層

様の傾

んが、

キツ

て明

 

析センター
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果的な石灰施

れでは、石灰

ようにすれば

すが、それに

灰は前述した

層にとどま

果が異なって

るにもかかわ

壌施用 
灰を土壌に施

H や石灰含量

壌分析につい

こなうように

。 
ぎに施用する

とによって石

きますので

た、pH の改

石灰等に比べ

な資材を利用

2表　ｐHと
ｐHの範囲
5.0～5.4
4.5～4.9
4.4以下

10a当りの

施用法 
灰を効率よく

ばよいのでし

に加え石灰や

たように土壌

り下層へ移動

てきます（第

わらず、他の

施用する時の

量、中和石灰

いては次号で

にしましょう

るに当たって

石灰が下層ま

pH の改善や

改善効果はあ

べ土壌中での

用することも

と土質によ
囲 砂
4
9

下
の施用量で

く樹体に吸収

しょうか。そ

や土壌の特徴

壌中では現地

動しにくく、

第 5 図）。さ

の器官からの

のポイントと

灰量（石灰の

でもふれます

う。もしでき

ては中耕等を

まで移動しや

や石灰の吸収

ありませんが

の移動性がよ

も考えられま

よる苦土石
砂質土壌

80Kg
120Kg
160Kg

で、資材に

収させ、さら

そのためには

徴を理解する

地の事例や試

また土壌の

さらに植物体

の供給（移動

として、まず

の必要量）を

すが、土の健

きない場合は

を行い土壌と

やすくなると

収効率が著し

が、硫酸カル

よいので、p
ます。 

石灰施用
粘

1
1
2

により量は

らに土壌の p
は定期的に石

ることも重要

試験の結果か

の種類によっ

体内では新し

動）が少ない

ず最初に土壌

を把握し、施

健康診断と同

は第 2 表を参

とよく混和す

とともに、中

しく高くなり

ルシウムなど

H がさほど

用量の目安
粘質土壌

120Kg
150Kg
200Kg
は調節

pH を適正に

石灰を施用す

要です。 
からも通常の

って石灰の施

しい器官では

い成分です。

壌分析を行い

施用する資材

同じですので

参考に施用量

することが重

中耕した場所

ます。 
どは現在よく

ど低くないよ

安

にさせるため

することはも

の土壌施用で

施用量と pH
は石灰が必要

 

い自分の園の

材や量を決定

で数年に１度

量を決定して

重要です。そ

所には細根も

使用されて

うな園では

には

ちろ

はご

の改

とし

土壌

定しま

は必

くだ

うす

増加

いる

この



 
・葉面散布 
樹体内のカルシウムや組織を強くするペクチンは７～８月ころから急激に増加する傾向

にあり、特にカルシウムは他の元素に比べ遅くまで吸収が続きます。そのため石灰資材で

果皮を強化するためには早期に（６月頃から）散布を始める必要があり、さらに収穫期近

くまで連続して吸収させることが重要です。使用する剤は水溶性の石灰資材であれば散布

した効果は得られると思いますので、時期を重視して散布してください。ただし、生理落

果の抑制を目的とした場合は４～５月くらいに散布しますし、浮皮抑制などで使用される

炭酸カルシウム（商品名：クレフノン）は水溶性の石灰資材と浮皮を抑制する原理が異な

りますので着色初期頃の散布になります。 
 
○おわりに 
 以上、今回はカンキツにとって石灰がいかに重要であるかについて話しましたが、知識

ではわかっていても実践しなければ現状を打開することはできません。今回の内容をすべ

て実践することは難しいかもしれませんが、できることから着実に行っていくことが重要

です。 
 
 
 
 
 
 
 
 


